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本講演の目的は二つある。初学者の皆さんに「病状説明の型」を伝え、病状説明に対する苦手意識を減ら

して自信をつけていただくこと。そして指導医の皆さんに「説明戦略を言語化する方法」をお伝えし、普段

の診療内容を言語化して後輩に教える際の参考にしていただくことだ。 

病状説明とは、「未来のありかたを協力して創り上げるプロセス」である。病状説明の重要性はますます

高まっている。診断過程における高い不確実性下の意思決定には、相手との協働が必須である。治療過程に

おいても、医学の発展に伴い様々な選択肢が生まれるなかで、個々の患者状況に応じた最適解を目指すには

相手との対話が重要だ。 

病状説明に“接する機会”は学生時代から準備されてきた。しかし、病状説明を系統的に“学ぶ機会”は

十分ではないだろう。指導医の病状説明に同席した際、「どこに注目して聞けばよいか」を教わったことは

あるだろうか。初学者は指導医の脳内にある戦略を知ることなく、発せられた言葉のみを受け取る。専攻医

になれば責任の範囲が急に広がり、診療における全ての説明を「見よう見まね」で不安を抱えながら実施す

る。指導医になれば、伝えたいことは沢山あっても言葉でうまく説明できず、「リスクは説明しろ。わかり

やすい言葉を使え。あとは背中をみて学べ。」としか言いようがない。結果的に、個人のセンスに頼った非

効率的な説明が実施され、時には高圧的や過度に侵襲的な説明が行われてしまうことすらある。 

筆者も臨床研修医・専攻医時代に病状説明で大いに苦労した。たくさんの失敗もした。臨床現場でどのよ

うに病状説明をすればよいか。そして後輩たちにどのように説明の戦略を伝えればよいか。日々悩み続け

た。総合診療/家庭医療の専門研修過程、そしてビジネススクールでの学びを生かし、病状説明の体系を構

造化した。本講演では、そのエッセンスをお伝えしたい。患者をはじめとした説明相手への配慮にあふれた

「あたたかい病状説明」を、参加者の皆さんが再現性を持って実践できるお手伝いができれば幸いである。
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